
 

 

 

 

スポーツフェスティバルが今週の土曜日に開催されます。インフルエンザの流行、熱中症予防、雨

の予報などなど、心配ばかりしていて後ろ向きな気持ちになっていました。しかし、子供たちは本番

に向けて最後の努力をしています。スポーツフェスティバル当日は子供たちの頑張る姿に大きな声援

をよろしくお願いします。 

さて、6月は雨の多い季節、梅雨に入ります。梅雨といえばどのような生き物を思い浮かべるでしょ

うか？カタツムリやカエルなど水が好きな生き物を思い浮かべた方が多いと思います。先日そのカタ

ツムリについて素敵なお話を聞いたので、紹介します。 

梅雨のある日、カタツムリがあじさいの葉っぱの上で独り言をつぶやいていました。「どうし

てぼくはこんなにゆっくりなんだろう。他のみんなみたいに早く動けたらよかったのに。」カタ

ツムリは歩みが遅く、隣のアジサイに行くまで丸一日かかってしまうのです。そんなところへ、

一匹のミツバチが飛んできて、それを見たカタツムリは「ミツバチさんはいいな。素早く動ける

し、空を飛んでどこにでも行けるんだもの。」と言いました。すると、ミツバチがこう答えまし

た。「ぼくはいつだって大忙しさ。ぼくはカタツムリさんのようにゆったりとして、みんなが飛

び回る様子を見たいよ。」 

そんな風に言われたのは、カタツムリは初めてなので、「ぼくみたいに？」そんなものかなあ

と思いました。次にカタツムリは、「それに僕の背中の殻は、いつだって重くて嫌になっちゃう

んだ。」言いました。すると、ミツバチは「君は君だけのお家を持っていて、とってもうらやま

しいよ。ぼくの家なんか、お兄さんやお姉さんがいっぱい。部屋の奥にも弟や妹がいっぱい眠っ

ていて、ぼくがくつろげる場所なんてほんのちょっとしかないんだよ。」と答えました。カタツ

ムリは、疲れたらいつでも休める殻が、自分だけの部屋だということに初めて気が付きました。

そして、「ぼくって幸せ者？」と、ミツバチの言葉によって自分の良さに気付くことができたの

です。それからは、カタツムリは、自信をもってゆっくり歩くことができるようになりました。 

6月はふれあい月間です。このお話のように子供たちが友達の良さを互いに認め合い、伝え合える関

係づくりに今後も努めていきます。そして、一人一人が自分の良いところに気が付くことができるよ

うに励ましていきます。 

◎◎ようこそ 八雲台小学校へ よろしくお願いします◎◎ 

  

 

 

 

 

          

カタツムリとミツバチ 
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やぐもだい 
 

はじめまして。４月からわか
あゆ学級で図工を教えていま
す。「楽しい図工」を目指し
て、授業に臨んでいます。子供
たちが一生懸命取り組んで図工
を楽しんでくれているのがとて
も嬉しいです。自分が描きたい
世界、作りたいものを自由に表
現する技を身に付け、表現の楽
しさを味わってほしいと思いま
す。どうぞよろしくお願いしま
す。 

  

４月よりわかあゆ学級の

音楽を担当しています。み

なさんとお会いできること

をとても楽しみにしていま

した。楽しくできることを

増やし、ステップアップし

ていきましょう。どうぞよ

ろしくお願いします。  

  

はじめまして。今年度より

２年生の書写・漢字、３年生

の書写・算数を担当すること

になりました。楽しく、わか

りやすい授業を目指して日々

努力していきます。どうぞよ

ろしくお願いします。   

  


